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はじめに
　党創立以来，一一貫して女性の解放を掲げてきたドイツ共産党［KPD］（1）は，
1931年11月に勤労女性に対する保護を求める法案を国会に提出した（2）。そ
のなかで，KPDは男女の経済的，社会的，文化的，政治的な同権，男女の
同一労働同一賃金，妊産婦と母性の保護，中絶の自由，結婚生活における妻
の自己決定権などを求めた。それは1931年春に大きく盛り上がった妊娠中
絶の自由化を求ある運動③を，主として勤労女性に焦点を当て，その権利を
擁護するという，KPDに伝統的な女性運動の枠組みの中へ組み込むことを
狙いとしていた。こうした努力にも拘らず女性の支持を獲得しようとする
KPDの方針は，上に述べた1931年の妊娠中絶の自由化を求める運動や，例
えば1930年6月のマンスフェルト鉱山におけるストライキ闘争（4）など，若
干の例外的な事例があるとはいえ，女性の間に受け入れられたとは言い難
かった。
　KPDはこうした例外的な支持すらも党にっなぎ止あておくことができな
かった。その結果，例えば，ヴァイマル時代末期の急激な勢力拡大期にあっ
ても，この党に対する女性の支持は決して高くはなかった。このことは
1933年までの全ての選挙において，男性の方が女性よりも20％も多くKPD
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に投票していたという選挙結果一これは他の政党と比べた場合にKPDに
顕著な特徴である　　に見ることができるだけではなく⑤，党員中に占める
女性の比率からも確認できることであった。このことにっいて研究したハン
ス＝ユルゲン・アーレントによれば，1933年初めで女性党員の比率は精々
15％にすぎなかった。女性党員の比率が最も高かった1929年の末でさえも，
その割合はわずか17％である⑥。
　要するにKPDは党員と支持者いずれの構成から見ても男性の党であった。
本稿では，その主張とは裏腹にKPDが女性の支持を獲得することができず，
いわば男性の党であり続けたことの原因を，第1に，ヴァイマル時代末期の
KPDが女性の党活動をどのように捉えていたのかということの中に見てみ
よう。次いで同じ問題を，ヴァイマル時代末期にこの党が行った活動の変容，
いわゆる街頭の政治の発展は女性が実際に展開する政治的活動とどのような
関わりを持っものであるか，という観点から検討したい。
1．ジェンダーをめぐる混乱
（1）反フェミニズム
　女性からの支持を獲得しようとする大きな努力にも拘わらず，KPDがそ
れに成功しなかったという事態は何に由来するのだろうか？党内にっいてみ
るならば，そこには次の二っの　　厳密には一っの　　事情があった。第1
の事情は，党内に一貫して存在していた反フェミニズムの傾向である。ヴァ
イマル共和国の成立によって，男女の法的平等が確立されたが，そのことは
皮肉なことに，かえって党内での反フェミニズム傾向を強めることになった
のである。既に初期の党大会で，男性党員の間にはびこる女性の問題に対す
る無関心が女性党員によって鋭く批判されていた。たとえば，1920年2月
末にカールスルーエで開かれた第3回党大会において，第1回国際共産主義
　108　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（108）
　　　　　　　ヴァイマル時代末期のドイッ共産党とジェンダー
女性会議（1920年7～8月）に関するクラーラ・ッェトキーンによる報告を
めぐる討論の中で，中央婦人部のメンバーであるヘルタ・シュトルムは，党
内には妻や娘が党の活動に参加することに対して「援助の手をさしのべよう
としない」者，あるいは妻が（家のことを手伝うように求めて）「自分の生
活を煩わしくしている」と不平を言う男性党員がいると述べて，男性党員の
中に見られる反フェミニズムを鋭く批判していたω。
　女性に対する男性党員のこのような姿勢はヴァイマル時代末期になっても
いっこうに改まらなかった。女性を党活動に参加させる必要性が繰り返し強
調されたが（8），男性党員の間には，家事と育児をこなさねばならない「妻に
は（党活動に参加する）時間がない」という気持ちが強かったし（9），さらに
は妻が「集会に参加すること……家の外で働くこと……政治に関わりを持つ
こと」を好まなかった。「何故なら政治は男性の問題だから」，と夫たちは言
うのである㈹。政治活動をもっぱら男性の仕事と見なす傾向が昂じた結果，
党の下部組織の中には女性が自治体の議員になることに反対するところまで
出てくる（1D。このように，　KPDの男性党員の間には，政治的な活動領域と
家庭へと，男女間の活動領域をそれぞれ区分してしまう傾向が強かった。男
性によるこのような活動領域の区分は決してKPDに固有の考え方ではなかっ
たが，後述するように，女性はこうした考え方に複雑な反応を示していた。
またこのことに関連して，男性党員の間には何故，男性が女性の問題に関わ
る必要があるのか，女性の問題は女性だけが取り組めば良しとする意見も珍
しくはなかった。次の史料はその一例である。
「女性を説得し，党に獲得することは女性の同志の任務だ。我々男性は
女性の仕事には関係がない。それは女性自身が行うべきことだ。女性た
ちがどうやるか，成り行きを見ていようじゃないか」㈹
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　男性党員たちはやがて女性たちだけの活動が引き起こした思わぬ成り行き
に驚くことになるが，その驚きは必ずしも全党的に広がったわけではなかっ
た。その場限りのことで終っているのである。
　一般に個々のKPD党員が遂行しなければならない党活動の量はきわめて
多く，多くの党員にはまさに「時間がない」のが常態であったが（’3），それに
加えて以上のような反フェミニズムが男性党員の間で普通であるならば，こ
の党にとって女性の支持を獲得すべく積極的な活動を展開することは困難で
あっただろう。
　KPDが女性の支持を獲得することができなかったことに関わる第2の事
情は，上に見たような男性の直接的な反フェミニズムの根底にあった男性至
上主義的な党の文化，党風の問題であった。エーリック・ワイッによれば，
KPDの党としてのあり方を示す党文化（Parteikultur）には次のような諸
側面があった。すなわち，男性の生産労働を社会の基礎，従って来るべき社
会を作り出す労働と見ること，プロレタリアの男性性をもっぱら意志と肉体
の力に求めること，スF．ライキや街頭闘争の重視等々である（14）。こうした党
文化はKPDの後継政党であり，戦後の東ドイッを支配した社会主義統一党
［SED］にまで引き継がれるのであるが，中でもヴァイマル時代末期に，そ
．れは党活動の上に顕著に現れた。この時期，共産党員の80％以上が失業者
であり，また経営と労働組合においては共産党員をねらい打ちとした解雇と
除名が進められるような状況で，経営と労働組合とを活動の中心におくとい
う，党活動の根本方針を十全に遂行していくことはなかなか困難であった。
たしかに，それでもKPDはストライキ戦術を追求し続けてはいたが，同時
にKPDの主たる活動の場として街頭や居住区の占める位置が高くなった。
そのことはまた，居住区での労働者向け飲食店や集会場へのナチスの浸透と
闘ったり，家賃滞納に対して立ち退きを求める執達吏と住居で争ったり，あ
るいは失業保険の受給や職業紹介の場で，ナチスの突撃隊や役所職員さらに
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は警察官との衝突を繰り返すということを意味していた。いまやKPDにとっ
ての政治の場は議会，労働組合，経営ではなく街頭へと移ったのである㈹。
そうした闘い，いわゆる街頭の政治に女性が参加することも決してまれでは
なかったし，またKPDはストライキに際して女性によるピケットを張るこ
とに積極的であったとはいえ，それでも闘いの中心は男性であった。
　このような男性中心的な党風の下にあっては，男性党員の反フェミニズム
的傾向は一層強まるし，そもそも女性の問題にっいて男性が関心を持つこと
が少なかった。例えば経営内で集会を行う場合でも，女性従業員の問題は殆
ど取り上げられないし，男女の賃金差のことさえ注意されなかった。何故な
ら，男性党員たちはしばしば，党と労働現場での活動を男性に，それ以外の
分野での，就中家庭での活動を女性に割り当てており，そこでは労働現場で
の女性の存在は眼に映らないからである。仮に女性が党の活動をする場合で
も，家庭生活の延長線上，あるいはそれと密接に結びっいている問題すな
わち物価，食料，住宅問題等々が，女性の取り組むべき問題領域となる。と
ころで，KPDにおいては男性の生産労働，とりわけ工場労働に社会発展の
原動力としての意義が割り当てられていたことに対応して，女性にっいても
工場労働に従事することが女性解放の基礎的条件であると考えられ，それ以
外の分野での活動は低く評価される傾向が強かった㈹。なかでも，家庭内で
の仕事，従ってまた専業主婦は社会の遅れた側面を体現するものと見なされ
がちであった（17）。当然党員の就労していない妻の参加すべき，上述のよう
な問題に関わる活動も低く評価されることになる。それでも，KPDが女性
の直接関心を持っそうした問題に関わったのは，基本的にはそれがKPDの
勢力拡大に寄与すると見なしていたからに他ならない（IS）。
　ヴァイマル時代末期に入ってKPDがその活動領域の重心を経営から街頭
や居住区に移すにつれて，女性の活動領域にも男性党員が入ってくるように
なる。例えば，ヴァイマル共和国時代初期には各地で頻繁に起きた，食料を
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求めて商店に押し入る行動は，主として女性たちによって担われていたが㈹，
ヴァイマル末期にはそうした行動は男性によっておこなわれるようになるし，
また公設給食所などで騒動が起きるとき，その中心にいたのは男性であっ
た（2°）。このように街頭や居住区におけるKPDの活動の展開は，単に従来は
女性によって担われていた活動領域の中に男性が入り込んできたというに止
まらず，活動が暴力的になるということでもあった。このことは女性の党活
動にとって，どのような意味を持ったのであろうか？我々は後にこの問題に
っいて検討することにしよう。だがその前に，次項ではフェミニズムという
点で，KPDの持っ積極的な側面について触れておこう。
（2）　フェミニズム
　周知の通り，ドイッの刑法は19世紀以来，女性の妊娠中絶，避妊等を禁
じていた。これが多くの女性にとって，だがとりわけ労働者階級の女性にとっ
て重大な桂楷となったことは言うまでもない。労働者階級の女性の多くにとっ
ては，劣悪な生活と労働環境の下では，妊娠は女性たちの健康だけではなく，
その生存にも関わることが珍しくはなかった。また，ヴァイマル時代の労働
者は定期的な失業の可能性に曝されていたから，子供の誕生は直ちに一家の
経済問題となった。まさにそれ故に，ドイッの女性解放運動においては19
世紀以来，妊娠中絶と避妊を禁止した刑法の改正を求める有力な一派が存在
したのである⑳。ヴァイマル時代になると，その運動は労働者政党によって
積極的に推進されたが，なかでも1931年に展開された中絶の自由化と刑法
218条の撤廃を求める運動（22）は，ヴァイマル時代に展開されたフェミニズム
運動の一っの頂点をなしていた。この運動の中でKPDは，女性の間での影
響力が弱い同党としては例外的に，女性たちの間で政治的，組織的な吸引力
を持っことができた。それは何よりも，それまで女性の解放を労働過程への
参加によって実現できると考え，勤労女性の働く権利の擁護を第1としてき
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たKPDが，性に対する自己決定権を女性の根元的な権利として，従って女
性解放の重要な契機として認めたことによっていた。すなわちKPDはこの
運動の中で，女性が自己の肉体に対して決定権を持っことを強く擁護したの
である　　「自分の身体は自分のものだ！」。このことは第一義的には女性
が子供を持っか否か，また持っとすれば，いっのことかを自分自身で決定で
きることを意味している。
　このような自己の身体，性に関する決定権は，その意味内容の上で大きな
広がりを持っていた。第1に，それは性に関わる男女の関係を根底から変え
ることを意味していた。女性はこれにより男性の性的な恣意から解放される
根拠を得たのである。ところで，ヴァイマル時代における労働者階級の女性
を全体として，ケーテ・コルヴィッッの描く，絶えず妊娠し，疲れ切った存
在としてイメージすることは，たしかに正しくはない。しかしそれでも労働
者階級の下層にあっては，妊娠や出産は家庭の家計に直接影響を与えた。一
般に女性は家庭生活全般に責任を負わざるを得ず，家族の衣食，健康は妻や
母親のやりくりの仕方にかかっていた。それ故，性にっいての女性の自己決
定権とは，第2に，単に女性の肉体に対する権利に止まらず，女性が家族の
再生産に関する決定を下す権利を意味していたのである。逆に男性の側から
言えば，このことは男性が一家の「稼ぎ手」，「養い手」として妻に対して優
位に立っという，男性の伝統的な「権利」を主張できないということであっ
た。そしてこのことは，男性の多くが失業している世界恐慌期には一層の切
実さをもって，男性たちに，そして女性たちに迫ったのである。なお，ヴァ
イマル時代に妊娠中絶の禁止をめぐって展開された議論と運動において実際
に重要であったのは，共産党がその議論の中で強調し，コルヴィッッが描い
たような家族の再生産ではなく，より新しい，小さな合理化された家族の再
生産であり，その中での2重負担からの女性の解放ということであった。だ
がそれでも性に関する女牲の自己決定権の持つ本質的な意味に変わりはない。
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そしてまた，以上のような意味合いを持っ女性の自己決定権が，男性による
女性に対する様々な伝統的な抑圧から女性を解放する契機となることは明ら
かであった（za）。こうして，刑法218条をめぐる運動の中でKPDが提起した，
自己の身体と性に関する女性の自己決定権という主張は，従来のジェンダー
関係のあり方に根底から挑戦するものであったのである㈹。
（3）ジェンダーの混乱
　以上見てきた通り，KPDは女性の解放に関して混乱した姿勢　　フェミ
ニズムと反フェミニズムの並存一を示していた。このことは第1次世界大
戦後のドイッ社会に顕著に現れたジェンダーの混乱が，党内に反映したもの
であった。戦時中になされた軍需産業をはじめとする，従来は男性の職場と
見なされていた分野に女性が就労したことは　　第1次大戦中の女性就労の
「増加」を，戦後に急激に進展した女性の社会的地位の向上，政治的権利の
拡大等，女性解放の原因となったとして，その意義を強調し過ぎることには
注意が必要であるとはいえ（25）一当時の人々の目には新奇な現象と映った
し，実際，様々な場面で男女の関係に影響を及ぼしていた。例えば，鉄鋼業
など男性中心の労働現場では従来から，肉体的な力や労働技能等が男性性の
表現とされてきたが，女性たちが戦時中に軍需産業で男性同様の能力を示し
たとき，最早肉体的能力や労働技能は何ら男性の特権ではなくなる。たしか
に第1次世界大戦期においては女性たちの側にも，そうした能力を示すこと
を「脱女性化」と受け取ることがあり，従って重工業に就労すること，ある
いはそこで男性同様の仕事をこなすことには抵抗を覚えることも少なくなかっ
たし，事実，男性と同一賃金を受け取っている女性は決して多くはなかっ
た（26）。とはいえ，男女の労働者の間で力の差がなかったという事実は消えな
いのであり，そこから生じる男性のアイデンティティの不安定化は，ある種
の男性の間では戦後も一種のトラウマとして残った。やがてファシズム運動
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が台頭してくるとき，重大な問題となって現れるこうした事態は，第1次世
界大戦を経た後の男女の関係が従来のような形ではあり得ないことを示して
いた。
　ジェンダーの混乱は，戦時中の女性就労だけから生じたのではない。1920
年代にいわゆる「新しい女性」が現れ，それが新奇な現象として人々の注意
を引きっけたこともまた，ジェンダーの混乱に拍車をかけた⑳。0．ヘンリー
の短編などからも明らかなとおり，アメリカにおいてすら「新しい女性」の
大半は，その内実において，決して「新しい」存在ではなかった。しかしそ
れでも，ベルリンを中心に現れたセクシーであり，行動的であり，かっ全く
新しい服装，髪型，容姿をした若い女性たちの存在は一彼らの多くは決し
て「解放された」存在ではなかったとはいえ一社会のおおきな変化を実感
させるものであり，ある種の人々に不安な気分を与えるに十分であった㈹。
　こうした状況の中で，KPDが女性の解放を擁護する姿勢を鮮明にしたこ
とは，KPDの存在と第1次世界大戦後の不安定な政治的，経済的，社会的
な状況とに不安を覚える人々の眼から見るならば，まさにジェンダー関係を
一層混乱させようとするものにしか映らなかったであろう。但し，バトリス・
ペートロによれば，KPDのグラフ雑誌Arbeiter　Illustrierte1Zeitung［AIZ］
誌には，男女の対等を強調する場合でも，「男性のアイデンティティを不安
定化させる」ような意図はなかったとされる（29）。そうであるならば，党の内
と外とのジェンダー関係に対する知覚のありようには大きな断絶があること
になり，それはKPDの党活動を困難にすることになろう。
　KPDの対女性活動における働きかけの主たる対象は，機関紙『赤旗』の
記事，特にその労働者通信員からの報告，あるいはlnprekQrrの記事から
も明らかなとおり，まず第1に女性の工場労働者であり（3°），次いで女性の事
務職員や商店員であった。先に述べたように，これは生産労働に社会の物質
的な変化と豊かさの基礎を求めるような労働観に基づいていた。女性の労働
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は現実におけると同様，このような考え方の中でも，男性労働に比べて副次
的な位置しか割り当てられていなかった。そればかりか，女性の社会的なあ
り方は工場における生産労働への従事から，家事と育児に携わるだけの専業
主婦に至るまでに序列化されていた。この序列は確かにその時の必要に応じ
て変化することがあったとはいえ，一貫して女性の工場労働者が働きかけの
対象として最も重視されていたのである。
　だが他方で，党が発行するグラフ雑誌AIZの女性向けコラムには，選挙
を意識しながら広範な層の女性の支持を獲得しようとして，こうした序列と
は異なる関心が現れていた。すなわちそこでは，時として1920年代の「新
しい女性」と同列に論ずることのできるような女性像が前面に押し出されて
いた（3’）。若く，健康的でスマートな女性の写真を載せることは，たしかに来
るべき「ソヴェト・ドイッ」の明るさと解放性を読者に印象づけようとする
ものではあったが，より直戴には，「新しい女性」に無関心ではいられない
若い女性たちに，プロレタリア版の「新しい女性」を提示することがその狙
いであっただろう。またヴァイマル時代末期には，「ブルジョワ的，社会民
主主義的な女性イデオロギーと戦う」だけではなく，中間層の女性をも
KPDに引きっけることを意図した『女性の道』という，　A　4版32頁だてで
隔週刊の雑誌も発行された。そこでは「医学，法律，教育上の問題及び，住
宅や家計その他の問題」が扱われていた（32）。このようなKPDによる出版物
を通じた活動は，たしかにこの党が広範な女性の支持を獲得するため，機会
主義的に，働くプロレタリア女性以外にも接近をはかったものと見ることも
できよう。実際のところプロレタリア女性の中においてすら工場労働に従事
するものが少数派である状況では，女性工場労働者以外の社会層に対する働
きかけを強化することは，政党として当然のことであった。だが他面，こう
した活動は，「新しい女性」の存在がジェンダー関係を混乱に陥れているこ
と，あるいは働く女性に一貫する専業主婦願望の強さ㈹等々を前にして，
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KPDが新たな女性像，すなわち社会の中での女性の占めるべき位置，男性
との関係のあり方にっいて，明確な理解を有していなかったことの表現と見
ることもできよう。言い換えれば，ヴァイマル時代に多くの人々に意識され
るようになった女性像にっいての，従ってまたジェンダー関係の混乱から，
この党もまた免れなかったということである。
　以上のような党内に広がる反フェミニズム，男性中心的な党文化，そして
第1次世界大戦後のジェンダー関係の混乱が党内にも浸透していること，こ
のような条件の下で，KPDは女性に接近するに当たり，独特のレトリック
を次第に開発していった。主婦を対象としたKPDのグラフ雑誌「女性の道』
は，主婦が日常生活の中でぶっかる具体的な問題をテーマとして取り上げて
いたが，女性に働きかけるに当たって，職場や家庭での日常的な問題を「前
面に立てる」ことが，KPDの基本的な組織化の仕方であった（鋤。組織化活
動を具体的な問題を手がかりに行うことは当然のことであり，一見したとこ
ろ，ここには何の問題もないように見えるが，実は女性向けのキャンペーン
についてのこうした方針の根底には，女性に対して「大きな政治」や理論の
詰め込みとなるようなことを避けようとする意図が潜んでいた㈹。言うまで
もなく，こうした意図は「政治は男性の事柄である」という，従ってまた女
性の領域は家庭にあるという男性党員の間にひろがっているジェンダー関係
にっいての理解を反映するものであった。たしかに日常的な問題を「前面に
立てる」ことは，女性の経験領域に密着して組織化活動を進あることことで
あり，それ自体誤った方針であったわけではない。だが，取り上げられる問
題がどれほど切実であろうと一女性労働者の賃金の低さ，夫の賃金カット
や失業にともなう家賃支払いにっいての困難さの増大，夫の失業給付金の削
減あるいは打ちきり等々一それらの問題の解決は「大きな政治」との関連
を抜きにしてはあり得ない。従って，女性の経験領域に即しながら，日常的
な問題を前面に押し出し，それをもって女性をKPDに引きっけるとしても，
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問題解決に如何なる策があるのかを，女性自身の課題として，自らの行動
一それは決して女性だけの行動を意味するものではない　　によって体得
していく可能性が与えられなければ，日常的経験に即した形での女性への働
きかけは，そうして動員された女性たちを，男性の進める「大きな政治」と
関連した運動に従属させることにしかならないだろう。まさにKPDにとっ
ては，「大きな政治」における勢力拡大に役に立っからこそ，女性の問題に
取り組んでいたことが，ここに見て取れる。KPDが女性解放の旗を掲げて
も，この党の女性への働きかけは，実は女性を男性に従属させることに終わ
らざるを得ないのである。KPDの女性解放運動に内在するこのような論理
こそが，女性の解放を掲げながらも，KPDが女性の支持を確保しえなかっ
た重大な原因であったと言って＄いだろう。
2．男性の政治一女性の政治
　前章で見たように，ヴァイマル時代末期にKPDが展開した女性政策は，
全体として見るならば，女性自身の問題の解決を図ることよりも，党勢の拡
大を目指すものであった。そこでは，女性への働きかけが日常生活に密着し
ながらなされたが，「大きな政治」は男性の問題とされ，女性はそこから注
意深く排除されていた。言い換えれば，KPDの様々な活動は，まさに政治
を男性の問題とするような理解に基づく，男性と女性との役割分担の上に展
開される活動であった。だが，刑法218条反対運動の場合が最もはっきりと
示しているように，KPDはこのようなジェンダーに基づく政治をあらゆる
場面で貫徹できたわけではない。KPD，もまた，第1次世界大戦後のジェン
ダー関係の混乱の中に巻き込まれ，それ故明確な女性像，女性と男性との関
係についてはっきりとした像を提起することができなかったのである。
　さて，ジェンダーをめぐる混乱は，KPDによる活動の主要な場が，議会，
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労働組合，経営から街頭へと移動するにっれて際だってきた。何故なら，そ
れまで日常生活に密着する領域として，主として女性によって担われてきた
食料品値上げへの抗議や，食料品の確保というような行動が男性によっても
果たされるようになったからである。他方女性たちの側には，従来女性の活
動領域であったところへ男性が入ってくることに対する拒否の姿勢があり，
女性に独自の政治行動のスタイルとそのための場を作り上げる。こうしてヴァ
イマル時代末期のKPDにおいては，男性と女性それぞれの政治の形ができ
あがってくるのである。この章では，男性の政治と女性の政治の具体的なあ
り方を検討する。
（1）男性の政治
　KPDは1929年の秋以来「出会い次第ファシストを倒せ」という有名なス
ローガンを立てて，急激に台頭するナチズムと直接，暴力によって対決する
姿勢を示した。そしてそうした姿勢は，このスローガンと反ナチ暴力闘争中
心主義が批判されてから後も，KPDの中に一貫して残ったのである。そこ
にはたしかに，この党によるナチズムの過小評価という問題が潜んでいた
が㈹，同時に力の誇示によって党の男性性を表現しようとする党風が作用し
ていたことも疑えないところであろう。
　総じてヴァイマル共和国時代末期のKPDは，一方で選挙，特に国会選挙
での議席拡大に力を入れたが，他方で，この反ナチズム闘争に見られるよう
に，街頭での活動に大きな意義を認めていた。だが，KPDによる街頭での
活動はナチスだけに向けられていたのではない。周知の通り，KPDは1928／
29年以来，社会民主党を党の主要な攻撃対象の一つとしていた。社会民主
党をファシストと同一視するその攻撃は，KPDが経営労働者こそ革命の担
い手と考えていた限り，まず第1に経営や労働組合の内部でなされねばなら
なかった。だがそれと同時に，社会民主党はヴァイマル共和国の支柱と見な
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されたから，社会民主党の関わる国家や地方の様々な機構と，そこで活動す
る社会民主党員もまたファシズムの一翼として攻撃対象となった。特に，プ
ロイセンは実際社会民主党が共和国を擁護していくための最も重要な挺子
であったし∫また全国の多くの自治体で同党が重要な役割を果たしていたか
ら，プロイセンを中心とした各地の自治体で，KPDは社会民主党と自治体
の様々な機関を攻撃対象とした。
　そのような活動の一方では，KPDは失業保険給付金や社会扶助の削減反
対，困窮世帯への家賃補助や食料と燃料の供給要求等々，具体的な問題に関
わる様々な提案を地方自治体議会でなした。そのモデルとなったのが，1930
年10月にハンブルクの党組織が作成し，ハンブルク市議会1（PD議員団の
提案として市議会に提出された雇用創出計画であった（37）。しかしこの提案も
含めて，KPDにおいては「自治体政策の中で具体的な部分要求を発展させ
ることは無視され」たし㈹，自治体議会内での要求や提案には宣伝的な意味
合いが強かった。この点からすれば，KPDの議会活動は通常の議会政治的
な意味でのそれではなかった。むしろ，そうした議会内での活動を議会外の
大衆運動と結びっけるところに，この時期のKPDによる地方自治体政策の
特徴があった。例えば，失業給付金や社会扶助の削減に反対したり，あるい
は逆にその増額を求め，またKPDの提案に賛成するような，議会外での集
会やデモンストレーションなどによってジ議会に圧力をかけることが試みら
れたのである㈹。その際，提案は対象となる問題において，自治体当局や職
業紹介所，福祉事務所等で当局側と最も厳し．く対立する集団の利益に結びっ
く形でなされねばならないとされた㈹。また，自治体議会の議員は単にそう
した集団が提起する要求の代弁者であってはならず，議会外行動の組織者と
して，行動の現場にいることが求められた㈹。その意味するところは，実際
には，KPDの自治体議員が行った提案の実施を求めて，党の支持者が集会
やデモンストレーションを，上記のような諸機関やその他のところで行うと
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いうことであり，その場には議員もまた参加するということであった。逆に，
これら機関にいる職員やそれを監督する立場にある人物たちは一彼らが社
会民主党員であった限り一社会ファシストとして激しく攻撃されることに
なったのである。
　こうしてKPDは政治の場を，単に議会内部だけではなく，議会の外部，
街頭へと移したのである。それでは街頭の政治として具体的にどのような行
動をKPDは考え，展開していたのか？ここでは議会内活動と議会外活動と
の結合を最も端的に表している失業者の運動（42）について見てみよう。
　組織的には，KPDの労働組合組織＝革命的労働組合反対派（RGO）内部
や失業保険給付所での失業者委員会や失業者部隊の形成を軸としながら，
KPDは様々な形態の失業者運動を展開した。その中でも最も重視されたの
は，いわゆる「飢餓行進」に代表されるデモンストレーションであった（43）。
KPDは失業給付金や社会扶助の削減への抗議，生活困窮者への食料や燃料
の支給等の要求などを掲げて，主に福祉事務所や市役所へのデモンストレー
ションを組織したのである。それはしばしば街頭での警察との衝突を引き起
こし，それ故に，失業が長期化するにっれて参加者が減少する傾向も見られ
た。それだけに，30年10月24～5日にドルトムントで行われた「飢餓行進」
の場合のように，デモンストレーションが警察の禁令を無視して行われた結
果，警察との大規模な衝突を引き起こしたが，KPDはそうした行動をかえっ
て成功と高く評価したのである（44）。ここには地方自治体における議会内活動
と街頭での活動との結びっきが，単に前者の成果を確保するために行われる
ものではなく，街頭での衝突自体に意義を認めるものであったことがはっき
りと現れていた。すなわちそれは，秩序が警察によって維持される状態を破
壊しようとする志向性を示すものであったのである。このことを言い換えれ
ば，失業者運動の参加者自身による街頭での秩序形成が意図されるというこ
とである。街頭の政治の最も重要な側面は，それへの参加者自身によって，
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公的権力によって形成されるのとは別の，一種の対抗的な秩序が形成される
こと，ないしはそうした試みがなされることである。そしてKPDにあって
は，この試みが警察との直接的な力の対決によるものである限り，それへの
参加者は力の担い手としての男性が主であった。
　KPDが失業者運動に与えたこうした方向性は，失業者の生活に直結する
問題への関わりの中で，より鮮明に現れてくる。例えば，失業者や生活困窮
者に対する公的な給食所や燃料・衣料等の現物支給所は各地に設置されたが，
それらの場はKPDによって「革命的大衆運動の新しい中心」と位置づけら
れた（45）。そしてそのような運動の具体的な内容としては，例えば給食所を失
業者委員会で管理することが目指されたのである㈹。言うまでもなく，給食
所は公的に開設された施設であるから，このことは自治体の持っ力を失業者
委員会の側に奪い取っていくことを意味していた。
　次に住宅問題を取り上げてみよう。先に挙げたハンブルクのKPDによる
雇用創出計画が，その重点を住宅問題においていたことからも分かるように，
恐慌期における生活困窮者に降りかかった最大の問題の一っは住宅問題であっ
た。ところが，30年末と31年末にだされたブリューニングの緊急令は
「「住宅政策における自由経済』への回帰」を目指すものであったから㈹，緊
急令は家賃の値上がりをもたらし，その結果失業者を初めとする生活困窮者
の困窮に一層の拍車をかけることになった。これに対して1931年秋以降，
KPDによって次のようなことがしばしば試みられた。すなわち，公営住宅
を中心に家賃の引き下げを求めて，また場合によっては家賃の不払いを掲げ
て居住者ストライキを行うこと，また「借家人保護」のために行政機関や住
宅会社による借家人への退去の強制執行を阻止すること，建物全体の占拠を
行うこと等々である（48）。KPDは公営住宅での家賃不払いが拡大するならば，
自治体財政は破綻するであろうという見通しから，「借家人運動」を積極的
に展開しようと試みた㈹。こうした行動は，失業者と就労者，労働者と中間
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層との共同行動として実現されることが期待されていたが，実際にはその主
たる参加者は失業者であった。そして家賃引き下げを要求する女性を含む
「借家人委員会」の形成などでは，住民を住宅会社や自治体に対抗する機関
としていこうとする志向性が濃厚であった（5°）。・だが強制執行の阻止や建物の
占拠となると，当然のことながら警察との衝突は避けられなかったしc51），そ
れへの参加者の中心は男性失業者であったのである（52）。
　最後にもう1例を取り上げる。党の回状などでは言及が注意深く避けられ
ているが，ヴァイマル時代の初期に主として女性によって行われた食料品店
での「略奪」が，恐慌の中で，生活必需品を求める困窮者による一種の「自
救活動」として復活していた（53）。KPDが党の行動としてそれをどこまで積
極的に容認したかは定かでないが（M），1932年11月20日にベルリンで開か
れたKPD系の失業者全国委員会と反ファシズム行動（＝アンティファ）全
国統一委員会の合同会議で，「飢えと寒さからの脱却を！」と題するアピー
ルが出された。そこでは失業者の大衆行動によって「ただ蓄積されているだ
けの」石炭，ジャガイモ，パンの供出を強制する「自救活動」を展開するよ
うにとの訴えがなされていた（55）。
　この訴えに基づく行動は十分に展開されなかったと言われるが㈹，従来か
ら党内にはこうした行動をよしとす筍意見があった。例えば，1929年12月
中旬にブレーメンで行われたKPD系の失業者集会では参加者の中から，失
業者が無料で石炭，ジャガイモ，昼食用パンを受け取れる手だてをすべきで
あるという発言があり，それを受けて更に，「誰かが仮に犠牲になることが
あるにしても，失業者はデモンストレーション禁止区域を突破して，市庁舎
までデモンストレーションを行うべきである」という声が挙げられた。また
これと前後して開かれた別の集会では，失業者は百貨店やその他の店に入っ
て，必要なものを支払いなしで入手すべきである，という発言も聞かれた（57）。
　このような発言はブレーメンでたまたま見られたものではない。それだけ
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ではなく，商店に押し入る行為は大都市でしばしば起きている現象であっ
た（SS）。たしかにそうした行為の多くは個人的な行為であったが，時に若者の
グループ（「族」）によることがあったし，更に組織的な場合もあった。例え
ば1931年3月に行われたKPDの失業者全国委員会の中で，「ベルリンでは
食料品の購入が失業者によって支払いなしで組織されている。この行動は他
の地方組織においても適用されるべきである」という発言が幹部からなされ
ている（59）。党機関紙などでは商店に押し入る行動は個人的な行動として報道
されていたが㈹，この発言のように党の中堅活動家の間で「略奪」が評価さ
れているのは，それが失業者による，生活上の必要に迫られた組織的な行動
であることによっていた。同様に，例えば30年6月のマンスフェルトのス
トライキに際しては，商店に「カンパ」を強要する形で必要な商品を手に入
れることが試みられたが，当然商人がそれに抵抗したばかりか，「社会民主
党の自治体官僚もテロによって」この行動を阻止しようとした㈹。っまり
KPDの側から言えば，「略奪」は生活困窮者による組織的な行動であると共
に，場合によっては社会民主党の支配する自治体に対する闘いともなったの
である。まさにそれ故に，「略奪」は公然とではないにせよ，KPDの支持を
受けたのである。そして，これらの行動もまた，主として男性によるもので
あった。伝統的には食料品などを求めてのこうした行動の担い手は女性であっ
たから，女性の活動領域に男性が入り込んできたことになる。
　以上見てきたように，KPDは一方で，議会において主として失業者を中
心とした生活困窮者のために様々な提案をなしっっ，他方では議会外でそう
した提案に対応する実力行動を展開していたのである。それらの行動は主と
して屋外で男性の実力行動によって担われており，また運動参加者が警察や
自治体諸機関に対する対抗権力を形成する形で展開された。まさに「政治は
男性のもの」であったが，この「政治」の中に女性の占める位置はあったの
だろうか。
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　（2）．女性の政治
　これまで見てきたように，KPDが街頭での活動を重視するようになるに
っれて，それは自治体政策の枠組みの中においても実力行動を伴うようになっ
た。このことに関連して生じた重要な問題の一っは　　党の様々な文書や報
告の中で繰り返し指摘されているように一こうした活動への女性の参加が
きわめて限られていたということであった。KPDが女性への働きかけで最
も重視した女性労働者は勿論，女性の失業者もKPDが展開する失業者を中
心とした街頭行動に参加することは少なかった（62）。女性への働きかけは経営
や労働組合の内部ではもちろんのこと，職業紹介所，社会民主党系の集会，
居住地域のアパート，さらには女性が特に集まる場所としての市場，マーケッ
ト，デパートなどでもなされたが，所期の成果は上がらなかったのである。
　興味深いのは，KPDが29年以降，主として経営内での女性の利益を擁護
すべく，積極的に推進した女性代表者会議運動（es）への参加者が　　KPDの
内部文書によれば　　しばしば，この運動への参加が経営内で「賃金とパン
のための闘争」を行うことを意味するということを「理解しなかった」こと
である（M）。ここには代表者会議運動を推進するKPDとそれに参加する女性
の間に，女性の利益に関する理解をめぐって相違があるように思える。っま
り，党にとっては，代表者会議運動はあくまでも代表者を経営内での闘争の
積極的な担い手として引きっけていくための手段であるのに対して，女性の
側は党が求める「賃金とパンのための闘争」には恐らく第1義的な関心がな
く，経営内で「女性」として感じている様々な問題に関心があったのではな
いか。あるいは先の言い方を用いるならば，「大きな政治」の枠組みの中に
組み込まれる女性運動には関心がないということになろう。
　前項で見たような男性の失業者を主たる担い手とした街頭行動と女性の関
係についても，同様なことが言えるだろう。そもそも男性党員が示した女性
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の政治活動に対する反発を前提とするならば，労働者救援組織のような，初
めから女性の活動領域と見なされている分野以外の活動領域，特に警察との
衝突が予想され，男性の領域と見なされる領域へ女性が積極的に参加するこ
とは考えにくいところである。実際，KPDのナチズムに対する街頭闘争を
担った反ファシズム闘争同盟の場合，大半の部隊は女性の参加を拒んでい
た（55）。っまりKPDは一方で女性たちを街頭での運動を中心とする失業者の
運動へと参加させようとしていたが，実際に日常的に女性たちが接する男性
たちは，女性が街頭闘争に参加することを拒んでいたのである。
　それでは女性たちはKPDの活動，特に街頭での活動に参加しなかったの
であろうか。たしかに女性の街頭行動を示す資料，例えば写真などは少なく，
女性だけのデモンストレーションなどはほとんどなかったかのように考えた
くなるが，刑法218条反対運動を別としても，決してそうではなかった。ヴァ
イマル時代末期になると，女性だけの行動の場合も，KPDとSPDのいずれ
を問わず，屋内での集会から屋外での集会とデモンストレーションへと，そ
の行動形態を変えていた。注目すべきは，その際しばしば女性たちは子連れ
で行動に参加したことである㈹。総じて，女性たちが街頭で行動する場合，
子供を連れてゆくことは珍しいことではなく，ストライキのピケットに子供
と共に立っている場合もあった㈹。この点で女性の街頭行動は男性のそれと
決定的に異なっているのである。
　だが女性による行動にも男性の行動と共通する部分も少なくない。例えば，
KPDのデモでは女性の場合も，たとえ警察による禁令があってもプラカー
ドや横断幕を持っていった（68）。また，社会扶助の削減に抗議して1000人規
模で労働局に押し掛けることもあれば，市長への面会を求めて市役所のみな
らず市長宅へ大挙して出向き，途中で警官隊と衝突するなどという例もあ
る（69）。このように行動形態から言えば，女性の行動も男性のそれと異なるも
のではなかった。とはいえ，暴力行動という，党の文化によればもっぱら男
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性が担当すべき領域であったところへ女性が入り込んだのであり，男女間の
領域区分がこれにより崩れていくこと，その意味では男性の側からの反発が
出ることは予想できる。反ファシズム闘争同盟への女性の参加が拒否された
ことはその表れである。他方，党の展開する失業者運動の中に女性を組み込
もうとする執拗な試みは，同じく男性の反発を示すものではあるが，女性の
行動を「大きな政治」の枠組みの中に組み込むことで，女性が独自に男性の
領域に入り込むことを抑えようとしたものと見ることができよう。
　ところで何故，女性だけの行動となったのであろうか。そこには，党の表
向きの姿勢が何であれ，男性が女性の行動参加を好まなかったという以上の
意味があったようにおもえる。っまり，女性の行動には，それが男性の行動
と同様の形態をとっている場合でも，男性のそれとは異なる論理を内に含ん
でいるのである。このことはストライキの中での女性の行動を見ることで理
解できる。
　ヴァイマル時代末期にKPDが関わった大規模なストライキ運動には30
年6月のマンスフェルト銅鉱山ストライキ，同年10月のベルリン金属工ス
トライキ，32年11月のベルリン市営交通ストライキなどがある。これらの
ストライキ運動ではいずれも女性が重要な役割を果たしていたが，中でもマ
ンスフェルトのストライキと女性の関係にっいては，ストライキの初期段階
から党の一部の関心を引きっけていた。KPDが労働組合に先駆けて6月1
日からストに突入するに当たっては，女性によるピケットが重要な役割を果
たした。党の内部文書によれば，KPDとRGOは「闘争の勃発に全く備え
ていなかった」のであり，党がストライキにはいることができたのは，特定
の職場から集団的に行動に参加した女性たちの「お陰であった」㈹。ストラ
イキがマンスフェルト鉱山全体に拡大してからは，女性たちは乳母車をひき
ながら，ある時はデモを行い，ある時は乳母車に「これでスト破りを家に送っ
ていこう」と書いたプラカードを乗せて男性に圧力をかけた（71）。女性のこう
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した行動が，女性をスト破りと結びっける傾向が強く，女性のストライキへ
の参加を好まなかった組合活動家に対する事実による反証であったことは間
違いない㈹。だが女性の行動はこれに止まらない。上に述べたように，女性
たちはスト破りに対して，一面ではユーモアを感じさせる　　とはいえ，乳
母車を使うのは男性に対しては十分に侮辱的でもあるのだが　　行動をとっ
たが，他面ではきわめて厳しい攻撃も行っていた。女性たちはスト破り参加
者の住居を探し出し，その場で参加者を批判し，場合によっては更にその住
居の入り口に，スト破りに参加した何某の住居というような貼り紙さえだし
たのである。スト破り参加者に対するこうした攻撃は，彼らの妻や母親に影
響を及ぼし，彼らにスト破りをやめさせる原因ともなったのである㈹。尚，
スト破りに対する女性たちの行動に関して，RGOの指導者であったフラン
ツ・ダーレムがルール地方の鉱山で起きた次のような事例を紹介している。
すなわち，女性たちが男性の衣服を身につけて，更衣室に入り込み，そこで
スト破りに参加した男性たちの面目を丸っぶれにさせた，というのである㈹。
役割意識を逆手に取った女性たちの行動一それは男性たちに対して男性性
の発露を求めるものでもあったが一は，たしかに男性を大いに恥じ入らせ
たことであろう。
　以上見たような女性たちの行動にはどのような特色があるだろうか。第1
に，子連れであったり乳母車を用いることから分かるように，それが母親と
して，あるいは妻としての行動であることが強調されている。KPDが女性
の政治的な活動を何よりも女性労働者の次元で捉えようとしたこととの相違
は際だっている。ヴァイマル時代に労働者階級の女性たちの問で強かった専
業主婦化の願望を考えれば一専業主婦となれれば，党活動により多くの時
間を割くことができると述べる女性党員すら存在した㈹一女性は労働者
あるいは勤労者としての存在から「解放」されたがっていたように見える。
この推測が正しいとするならば，KPDの女性に対する働きかけには初めか
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ら殆ど見込みがなかったことになろう。何故なら，それは女性を労働者とし
てだけではなく，多様な側面を持っ存在として捉えていないからである。こ
の多様な側面の内，既婚女性の場合に特に重要であったのが妻であり，母親
であるということであった。このことと関連して，ストライキの中で女性た
ちは給食活動に多く動員されたが，それは性差役割分業という観点から給食
活動が女性にふさわしい活動分野と考えらたからだけではない。マンスフェ
ルトでの給食活動の写真㈹を見ると分かるように，母親たちは子供を連れ
て調理に参加していた。子供の世話をしながら，活動ができるということで
あるが，同時に活動が家庭生活の延長であるということをも意味している。
これは政治活動を家庭とは切り離して，家庭の外部にある問題として捉える
男性の場合とは根本的に異なっている。
　第2に，女性たちの活動が家庭生活の延長であるということは，彼女たち
の行動が日常生活の中で互いに取り結ぶネットワークに支えられていること
を示唆している。家庭生活の中で，女性たちは日常的に市場，マーケット，
「井戸端」や階段下などで相互に接触している。スト破りに対する貼り紙行
為の例でも分かるように，女性たちはこうした場から排除されることを恐れ
たからこそ，貼り紙をされた家では母親や妻が息子や夫たちにスト破りに参
加しないよう説得したのであろう（77）。先に見たように，KPDも女性たちを
こうした場において組織化することを試みたが成功しなかった。だが，女性
たち自身が動いたときには，こうした場での相互の結びっきが有効に機能し
ていたのである。
　第3に，女性労働者たちが就労部門毎にまとまってストにはいることは，
ベルリン金属工ストライキでも見られた現象であるが，それは女性たちの職
場の中に，共同行動を強制するようなある規範が存在していることをうかが
わせる㈹。職場が男性労働者たちにとって連帯の場であることが絶えず強調
される一方で，職場内での様々な集会でも女性の問題は殆ど討議されず，時
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には集会への参加すらも拒否されるような状況が決して珍しくはないことを
考えるならば，女性を中心とした職場が女性たちにとっても連帯の場であり，
その連帯活動がストライキでのピケットを初めとする様々な実力行動にも及
ぶということは，男性中心に展開する運動とは異なる運動が女性によって構
成される可能性があるということを意味するだろう。
　第4に，そうした女性の行動は，先に見たように女性としてのアイデンティ
ティを強調するものではあったが，時とすると，服装を換えて男性を侮辱す
るということからもわかるように，ジェンダー関係を混乱させる効果を持っ
ていた。
　以上のように，街頭の政治が男性による政治という性格を濃厚に示し，そ
の際男性性が暴力によって表される傾向が強かったのに対して，女性の行動
においては，女性性は様々な形を取って表現され，かっ男女の関係を固定的
な関係として捉えないところに，その特色があった。
おわりに
　KPDは党創設以来一貫して女性の解放を擁護してきたが，同時に女性の
運動を男性が主導する「大きな政治」の中に包摂し，もってその勢力拡大の
手段としてきた。その結果，女性の解放は「大きな政治」におけるKPDの
勝利の先に可能になるものとして，いわば彼岸の目標となってしまうのであ
る。そこに至るまでは，女性の解放を目的とする活動のための余地はきわめ
て限られ，女性の社会的従属性は持続する。女性の解放を唱えながら，それ
と根本的に矛盾するこのような論理を，KPDはあくまでも正当な論理とし
て党内に貫徹しようとした。当然そこには反発が生まれるだろう。党の地域
機関（Unterbezirk）で「女性党員の特別の集まり」である「女性のための
催し」が開かれたり，党指導部から厳しく批判されることになる次のような
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見解が広く女性党員の間で分かちもたれていたことがそれを物語る。
「女性活動というものは党の直接的な課題なのではなく，自立的でしか
も党に結びついている組織の活動領域に結びっいているものであり，そ
うした組織はそれら組織のいわゆる特殊な問題を……自己の固有な力に
基づき，かっ独自の方法で実行するものである」㈹。
　だが，「大きな政治」へのKPDの関わりfiが変化し，次第に街頭の政治
がこの党の基本的あり方を規定するようになるにっれて，男性の行動と女性
の行動との間の矛盾が表面化してきた。失業者運動にっいてみたように，男
性の街頭行動は対抗的秩序の形成を志向するものであったが，この対抗的秩
序は極度に男性的であった。何故なら，この秩序は男性性の表現としての暴
力によって媒介されているからである。この暴力の過程に女性の入り込む余
地はなかった。それは女性のすることではなかったからである。他方，女性
たちの行動には男性のそれのような秩序形成的な志向性が乏しかった。その
かわり‘に，女性の行動は，男性のそれのように，ジェンダーを一方的に強調
するものではなかった。女性はあるときは暴力的であり，ある時は母親であ
り，またあるときは男性に対してその男性性の発露を求める存在であった。
このよづに，女性の行動はジェンダーに関して男性よりもはるかに柔軟であっ
たのである。
　ヴァイマル時代末期に共産党が勢力を拡大しているときですら，女性の間
でのこの党に対する支持が高まらなかったことからすれば，街頭の政治に対
する女性の拒否こそがその原因であっただろう。だがこのことは，街頭の政
治がもっ暴力的性格が女性から拒否されたということではない。そうではな
く，男性の暴力に媒介されてはじめて対抗秩序の形成があり得るという，そ
のジェンダー化された見方が拒否されたのである。ここに女性の間でKPD
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が孤立した根本的な原因があった。他方，女性から拒否されながらも街頭の
政治が継続されたということは，KPDが女性の政治を男性の政治の下にお
さえこんでしまったということを意味している。と同時に，それでもKPD
の運動に参加した女性は，「大きな政治」の中での勢力拡大を目指すKPD
の女性運動の中に包摂されたということを意味するであろう。
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　　は次を参照。Johanna　Piiper，　Die　Frauenbolitile　der．　KPI）in　Hamburg　1928　bis
　　1933，K61n　1988　S．9．
（3）　この運動に対するKPDの関わりにっいては，拙稿，。Die　Massenbewegung
　　gegen　den　§218　und・die　Kommunistische　Partei　Deutschlands“，（The
　　Bul（etin　of　the∬nstitute　of　Social　Sciences．ハ42甥University，　Vo1．15，　No．1，
　　1992）を参照されたい。
（4）　このストライキに関しては，拙稿「マンスフェルトのストライキとドイッ共
　　産党」（明大『政経論叢』第52巻5・6号，1980，p．189－234）を参照されたい。
（5）　Gabriele　Bremme，1）ie　politische　Rolle　der　Frau　in　1）eutschland，　G6ttingen
　　　1956，S，73－4．
（6）Hans－JUrgen　Arendt，。Weibliche　Mitglieder　der　KPD　in　der　Weimarer
　　Republik－zahlenmaBige　Starke　und　soziale．Stellung“，　in：BzG，19．　Jg，
　　　1977，H．4，　S．654；Ders．，”Zur　Frauenpolitik　der　KPD　und　zur　Rolle　der
　　　Frauen　in　der　kommunistischen　Bewegung　in　Deutschlands“，　in：Ernest
　　　Borneman（Hg．），Arbeiterbeωegung　und　Feminismus．　Berichte　aus　vierzehn
　　Ldindern．　Mit　einer　EinfUhrung　von　Rudolf　Neck，　Fr．　a．　M。1982，　S．　45－54．
（7）　Bericht　tiber　den　3．　Parteitag　deγKommunistischθn　Partei　I）eutschlands
　　　（Spartahusbund）am　25．　und　26．　Febr．，　o．　J．，　o，0．，　S．62．
（8）　例えば，ZK　der　KPD，　Sekretariat／Frauen．．An　alle　Bezirksleitungen“，
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　　　Abtlg．　Frauen　v．18。9．1930，　in：Die　GeneraUinte．　Rundschreiben　des　Zentrat－
　　　Komitees　der　KPI）an　die　Bezirke　1929－1933，　Eingl．　u．　bearb．　v．　Hermann
　　　Weber　unter　Mitwirkung　v．　Johann　Wachtler，　DUsseldorf　1981，　S．　212　ff．
（9）　Siehe，　Eva　Walter，．》Meine　Frau　hat　keine　Zeit｛：Frauen　in　der　KPD
　　　wahrend　der　Weimarer　Republik“，　in：Demoleratie　und／Arbeitergeschichte　2，
　　　Stuttgart　l982，　S．96－107．
（10）　Lilly　Korpus，。Mein　Mann　will　nicht，　daB　ich．．．“，　in：1）er　Weg　der　Frau，
　　　Nr．4，　Sep．1931，　S．4．
（11）　ZK．　der　KPD。，　Frauenabtlg．，”Sonderrundschreiben　Uber　die　Arbeit　der
　　　Partei　unter　den　Frauen“，　v．30．3．1931，　in：Stiftung　Archiv　der　Parteien
　　　und　Massenorganisationen　der　DDR　im　Bundesarchiv　Berlin［SAPMO］，
　　　RY　1／12／701／15／llO．
（12）　Rechenschaftsben’cht　der　Bezirksleitung　Ruhrgebiet　der　KPD　far　die／ahre
　　　1930－1932，　Reprint　der　Ausgabe，　Essen　1932，　Hamburg　1975，　S．24．但し，
　　　このような意見は男性党員の間だけではなく，女性党員の間でも，それも中央
　　　委員会婦人部の幹部党員の中にさえあった。ここには男女の間の役割分担，あ
　　　るいは党活動における性別役割分担という考え方が，非常に根深いものである
　　　ことがはっきりと現れているだろう。VgL．Bericht　tiber　Parteiarbeiterkon－
　　　ferenzen　zur　Arbeit　unter　den　Frauen“，o．　D．　in：SAPMO，　RYI／13／18－19／
　　　33／1－2a．　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
（13）　拙稿「ヴァイマル共和国時代末期のドイツ共産党とその経営内活動」（『明大
　　　社会科学研究所紀要」第36巻第1号，1997，p．　117～44）を参照されたい。
（14）Siehe，　Eric　D，　Weitz，　Creating　German　Communism，　Princeton　1997，　p．
　　　188－232；Ders．，．Communisim　and　the　Public　Spheres　of　Weimar　Germany“，
　　　in：David　E．　Barclay，　Eric　D．　Weitz（eds．），　Between　Reform　and　Revotution：
　　　Geηman　So（ゴα」∫sηz　and　Communism　from　1840　to　1990，　N．　Y．，　Oxford，1998，　p．
　　　275－91：Ders．，　．The　Heroic　Man　and　the　Ever－Changing　Woman：Gender
　　　and　Politics　in、　European　Communism，1917－1950“，　in：Laura　L．　Frader，
　　　Sonya　O．　Rose（eds．），　Gender　andααss　in　Modem　Europe，　Ithaca，　London
　　　1996，p．311－52．
（15）　Eve　Rosenhaft，　Beαting　the　Fascists　？　The　German　Communists　and　the
　　　Rise　ofハ［azism，　Cambridge　l983．
（16）　これが第2帝政期の社会民主党以来の伝統であることにっいては，例えば，
　　　Rosa　Luxemburg，．Die　Proletarierin“，　in：Rosa　Luxemburg，　Gesammelte
　　　Werlee，　Bd．　3，　Berlin　1973，　S．410～3を見よ。
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（17）　Siehe，　Silvia　Kontos，。Die　Partei　kdmpft　wie　einルlann！“’FrauenPolitik　der
　　KPD　in　der　Weimarer　Republih，　Fr．　a．　M．1979，　S，131－41．なお，　KPDに特
　　　徴的なこうした傾向は戦後になっても継続し，DDRの女性政策を一貫して刻
　　　印することになることについては，Irene　Doelling，　．Gespaltenes　BewuBtsein－
　　　Frauen－und　Mtinnerbilder　in　der　DDR“，　in：Giesela　Helwig　u．　a．（Hg．），
　　Frauen　in　l）eutsch　land　1945－1992，　Berlin　1993，　S．23－52，特にS．25　ff．
（18）　Vgl．，　Ulla　Knapp，　Frauenarbeit　in　Deutschland，　Bd．2：Hausarbeit．　und
　　9θSO〃echtSSPezifischer／1　rbeits〃zarkt　i〃1（ieutschen　In〔iustγiatisiθrungsl）rozeβ・
　　　MUnchen　1984，　S，490　ff．
（19）　Anthony　McEligott，．Petty　Complaints，　Plunder　and　Police　in　Altona
　　　lgl7－1920．　Towards　an　Interpretation　of　Cornmunity　and　Conflict“，　in：
　　　Peter　Assion（Hg．），　Transformation　der　Arbeiterkultur，　Marburg　l986，　S．
　　　111－b25．
（20）　Vgl．，　David　F．　Crew，　Gennαns　on　Welfare：From　Weimar　to　Hitler，　Oxford
　　　1998，p．166　ff．
（21）　Richard　J．　Evans，　The　Feminist　Movement　in　Germαny，1894－1933，　London
　　　1976．
（22）　これにっいては前掲拙稿の他に，Atina　Grossmann，　Reforming　Sex：The
　　　German　Movement　for　Biγth　Controlαnd　A　boγtion　Reform，1920－1950，　N．　Y．
　　　Oxford　l　995；Cornelie　Usborne，　The　P（）litics　of　thθ　Body　in　VVeimar　Germany，
　　　Ann　Arbor，　Mich．1992；Petra　Fink，　Marliese　Eckhof，》Euer　Kb’rper　gehb’rt
　　　襯s！《ご！望’競θ，Bevb’lleerungspolitik　und　Sexualmoral　bis　1933，　Hamburg　l　987．
（23）　VgL，　Saito，　A．，　a．　a．　O．　S。18．
（24）但し，KPDのこうした考え方が党内に十分浸透していたとは言えないし，
　　　また党員の中には産児制限を「階級闘争の手段どして考える」新マルサス主義
　　　的な傾向も見られ，中央委員会書記局は地方組織に当てた回状で，これらの点、
　　　について地方組織の指導部に注意を促していた。Vgl．，．Rundschreiben　Nr．11．
、　Anweisungen　des　Sekretariats“v．22．　April　1931，　SAPMO，　RY1／12／5／22，　Bl．
　　　150－2．特に，出生数の減少は「階級闘争の利益に適わない」というKPDの
　　　立場からは，新マルサス主義的発想は断固退けられねばならなかったのである。
　　　Vgl．　Frauensekretariat　des　ZK，”Denkschrift　an　die　Zentrale　der　KPD
　　　betreffend　die§218　und　219“（1921），　SAPMO，　RYI／12／701／28，　Bl．5－9
（25）　Siehe，　Ute　Daniel，／A　rbeiterfrauen　in　der　Kriegsgesellschaft．　Bent∫Fαmilie
　　　und　Politik　im　Ersten　VVeltlerieg，　G6ttingen　1993；Susanne　Rouette，”Frauen。
　　　arbeit，　Geschlechterverhaltnisse　und　staatliche　Politik“，　in：Wofgang
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　　　Kruse（Hg．），Eine　Welt　von　Feinden．　Der　Groβe　Kηieg　1914－1918，　Fr．　a．　M．
　　　1997，S．92－126．
（26）　Siehe，　Deborah　Thom，　Nice　Girls　and　Rude　Girls．　Women　VVorkers　in
　　　I？Vorld　PVar　1，　London　1998．
（27）　ヴァイマル時代の「新しい女性」，特に労働者階級の中のそれについては，
　　　拙稿「ヴァイマル時代における勤労女性と余暇」（明大『政経論叢』第65巻5・
　　　6号，1997，p．　87－124．）を参照されたい。
（28）　Siehe，　Atina　Grossmann，。Girlkultur　or　Thoroughly　Rationalized　Fe－
　　　male：ANew　Women　in　Weimar　Germany？“，　in：Judith　Friedlander　et　al．
　　　（eds．），　Women　in　Culture　and　Politics．　A　Centu7　y　of　Change，　Bloomington
　　　1986，p．62－80；またベルリンを中心とした「新しい女性」の存在にっいての最
　　　近の包括的研究としては次のものがある。Katharina　von　Ankum（ed．），
　　　Women　in　Metropotis．　Gender　and　Modernity　in　Weimar　German二y，　Berkeley，
　　　Los　Angeles，　London　l997．
（29）　Patrice　Petro，ノb二yless　Streets．　VVomen　and　Melodramti（7　Representαtion　in
　　　Weima「Geηmany，　Princeton正989，　p．132．
（30）　”Die　Arbeit　unter　den　Arbeiterinnen　in　erster　Stelle！“，　in：加ρ㎎々07γ，　Nr．
　　　73v．2．9．1932，　S．2365，
（31）Siehe，　P．　Petro，　a．　a．　O．　S，，89－90，130－2；E．　D．　Weitz，　Creating　German
　　　Communism，　a．　a．　O．，　S．211ff．
（32）　ZK．　der　KPD，　FrauenabtL，”An　alle　Bezirksleitungen．　Abtl．　Frauen　v．2．7．
　　　1931，in：Zentralstaatsarchiv　Potzdam，61　Ve　9，　Bl．427；Rundschreiben　Nr．
　　　8．，．Anweisungen　des　Sekretariats　an　Bezirksleitungen“v．13．4．1931，　in：
　　　Generallinie，　a．　a．0．，　S．　334．なお，　KPDの女性雑誌にっいては，　Hans－JUrgen
　　　Arendt，．Die　kommunistische　Frauenpresse　in　Deutschland　l917　bis　1933“，
　　　BzG　29（1987），　S．78－88．
（33）　この問題にっいては差し当たり，次の拙稿を参照されたい。Akira　Saito，
　　　．Zur　kommunistischen　Frauenpolitik　am　Ende　der　Weimarer　Republik．
　　　Einige　Aspekte　des　Scheit．erns　der　RGO－Politik“．　Arbeiten　von　Mitgliedern
　　　des　Instituts　fdir　Sozialwissenschaften　der　Universitdit　Mannheim，　Nr．164，
　　　1989．
（34）　Vgl．，　ZK．　d．　KPD，　Sekretariat／Frauen．．Anweisungen　zur　Arbeit　der
　　　Partei　unter　den　Frauen．　Arbeitsplan　fUr　April　und　Mai　l930“，　in：Gene－
　　　rallinie，　a．　a．0．，　S．130　ff．；。Anweisungen　der　Frauenabteilung　des　ZK．
　　　An　alle　Bezirks－Frauenabteilungen“v．18．2．1932，　in：Generallinie，　a．　a．0．，
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　　　　S，458ff．
　（35）　Vgl．　J．　Piiper，　Frauenpolitik　der　KPI），　a．　a．0．，・S．40．
　（36）　このスローガンとナチズム過小評価については，拙稿「『社会ファシズム』
　　　　論とその修正」（1－3）（明大『政経論叢』50・－2，3／4，51－3／4，1981－2所収）を参
　　　　照されたい。
　（37）　このプログラムの詳細は，Generaltinie，　a．　a．　O．　S，227　ff．
　（38）Volker　Wunderlich，　Arbeiterbeωegung　und　Selbstverwαltung．　KPI）und
　，　　KommunalPolitile　in　d〔lr　レ1！2imarer　R（？1）U～）’漉，ルfit（lem　Beisl）iel　Solingen，
　　　　Wuppertal　1980，　S．・196．　　　　　　　　　　　　　　　　、
　（39）　Siehe，　Beatrix　Herlemann，　Kommunalpolitile　der　KPI）im　Ruhrgebiet
　　　　1924－1933，Wuppertal　1977，　SL　176　ff．　　　　　．
　（40）　Vgl．，。Anweisungen　der　Parlamentsabteilung　des　ZK　an　alle　Bezirks－
　　　　Kompol－Abteilungen“v．18．2．11932，　in：0θηθπ躍漉θ，　a．　a．0．，　S，469　ff．
　（41）　”Rundschreiben　Nr．14．　Anweisungen　des　Sekretariats　Uber　Streiks　und
、　　　Erwerbslosen－Aktionen“v．28，10．1931，　in：Generaltinie，　a．　a．0．，　S．414　ff．
　（42）　Rose・Marie　Huber・K611er，．Die　kommunistische　Erwerbslosenbewegung
　　　　　in　der　Endphase　der　Weimarer　Republik“，　in：Gesettschaft．βθゼ‘地gθzur
　　　　Maxxischen　Theoηie，　iO（1977），　S．89－140．
　（43）　VgL，　Walter　Ulbhcht，。Uber　Aufgaben，　Methoden　und　Formen　der
　　　　　Erwerbslosenbewegung“，　Referat　auf　der　Internationalen　Erwerbslosen－
　　　　　beratung　in　Prag，　August　l931，　in：ders．，σber　Gewerkschaften，　Bd．1，　Berlin
　　　　　1953，S．352．
　　（44）　RF，　Nr．251　v．26．10．1930．　　　　　．．
　　（45）　”Rundschreiben　Nr．14“v．28．10．1931，　in：Generallinie，　a．　a．0．，　S．423．
　　（46）　Ebd．，　S．423；”Rundschreiben　der　Orgabteilung　des　ZK　an　alle　Bezirks－
　　　　　leitungen　und　Redaktionen．　Instruktionen　Uber　die　Aufgaben』der　Partei　in
　　　　　der　Erwerbslosenbewegung“v．16．12．1931，　in：Generallinie，　a．　a．　O．　S”426　ff．
　　（47）「　Michael　Ruck，．Der　Wohnungsbau－Schnittpunkt　von　Sozial－und
　　　　　Wirtschaftspolitik．　Probleme・der，Offentlichen　Wohnungspolitik　in　der
　　　　　HauSzinssteuerara（1924／25－1930／31）“，　in：Werner　Abelshauser（Hg．），　Die
　　　　　Weimarer　RePublile　als　VVohlfahrtsstaat．　Zum　Verhdiltnis　von　Wirtschafts－
　　　　　und　SozialPolitik　in　der　Industriegesellschaft，　Stuttgart　l987；S．106．
　　（48）．E．　Rosenhaft，　Beating　the　Fascists？，　a．　a．　O．，　S．54：世界恐慌期のKPDの住
　　　　　宅政策については不十分ではあるが，次の論文がある。Hans－Joachim　Hinz，
．　。Zur　Wohnungspolitik　der　KPD　zu　Beginn　der　dreiBiger　Jahre“，　in：
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　　　Geschichtsuntem’cht　und　Stuatsbtirgerkunde，　Jg．28（1986）H．10，759－764．
（49）　Bezirksleitung　Ruhrgebiet　Sekretariat，．An　alle　Unterbezirksleitungen，
　　　Ortsgruppen　und　Zellen“v．13．6．1931，　in：Staatsarchiv　Bremen［StAB］，4，
　　　65－294．
（50）　SAPMO，　RY1／12／703／48／142．
（51）家賃の引き下げを求める「借家人運動」にっいても，これを警察の力で弾圧
　　　するようにと，一部の家主は警察に積極的に働きかけていた。Siehe，　Der
　　　Polizei－Prasident　1　geh．7046　v．9．9．1931．　betrifft：Kommunistische　Mieter－
　　　bewegung，　in：StAB，4，65－294．
（52）　RF，　v．27．10．1931；RF，　v。29．11．1931；RF，　v．20．1．1932；RF，　v．1．12．1932：
　　　VgL，　D．　Crew，　Gennans　on　VVelfaret　a．　a．0．，　S．183．
（53）　Vgl．，　R．－M．　Huber－Koller，　a．　a．　O．　S．97．
（54）　ナチが政権を握った直後にKPD指導部は，党員に対して「略奪行為」を厳
　　　しく非難している。VgL．Der　Massennkampf　gegen　Hunger　und　Frost‘‘，　in：
　　　Bundes　Archiv　Koblenz［BAK］，Rl34／95／55－60．
（55）　RF，　v．22．　ll．1932．
（56）　BAK，　R134／95／55．
（57）　StAB，　4，　65－738，　．Uber　den　Verlauf　der　Erwerbslosenversammlung　am　l9，
　　　12．29nachmittags　2　Uhr　im　Hansa・Theater“．
（58）　Matthias　Schartl，．Ein　Kampf　ums　nackte　Uberleben．　Volkstumulte　und
　　　Pobelexzesse　als　Ausdruck　des　Aufbegehrens　in　der　Spatphase　der
　　　Weimarer　Republik“，　in：Manfred　Gailus（Hg．），　Pobelexzeβe　und　Votks・
　　　tumulte　in　Berlin．　Zur　Sozialgeschichte　der　Straβe（1830－1980），　Berlin　l984，　S．
　　　142ff．
（59）　．Protokoll　der　Sitzung　des　Reichsausschusses　der　Erwerbslosen　vom　21．
　　　3，1931“，v．　Evers，　in：SAPMO，　RY1／12／708／128／25－30．
（60）　RF，　v．4．8．1929；RF，　v．9．9．1932．
（61）　。ZK－Gewerkschaften．　Industriegruppe　Bergbau　an　das　ZK－Sekretariat　v．
　　　17．Juni　l930“，　in：SAPMO，　RYI／1／708／83／420－421．
（62）　VgL，　Karen　Hagemann，．Frauenprotest　und　Massendemonstrationen．
　　　Zum　geschlechtsspezifischen．Aktionsverhalten　im　GroBsttidtischen　Ar－
　　　beitermilieu　der　Weimarer　Republik“，　in：Bernd　Jifrgen　Warnecken（Hg．），
　　　Massenmedium．StraBe．　Zur　Kulturgeschichte　der」Demonstration，　Fr．　a，　M／
　　　New　York　1991，　S．211．・
（63）　これについては，J．　Piiperの前掲書を参照されたい。
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（64）　。Bericht　Uber　die　Delegiertenbewegung“，　o．　D．，　in：SAPMO，　RY1／12／70互／
　　　32／50．
（65）　。Bericht　der　Reichsleitung　des　Kampfbundes　gegen　den　Faschismus
　　　Uber　die　Entwicklung　dieser　Organisation．　Stand　von　1．　Feb．1931“，　in：
　　　SAPMO，　RYI／14／9／3／39－42
（66）　K．Hagemann，　a．　a．0．，　S．209　ff．
（67）　RGO，　Die　A　rbeiteγinnen　in　die　Einheitsfrontaletion．1～eferenten　Maten’alien，
　　　Okt．1932，　S．4，　in：BAK，　R45／IV／10．
（68）　．Instrukteurbericht　Uber　die　Arbeit　und　DurchfUhrung　der　Anweisung－
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